
　

望
月
　

保
氏
（
土
山
町
前
野
）
が
こ
の
ほ
ど
、
財

団
法
人
伝
統
文
化
国
民
活
性
化
協
会
（
平
山
郁
夫
会

長
）
か
ら
「
地
域
伝
統
文
化
功
労
者
」
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

望
月
氏
は
「
瀧
樹
神
社
ケ
ン
ケ
ト
踊
り
保
存
会
」

会
長
を
発
足
以
来
20
年
に
わ
た
り
務
め
ら
れ
、
そ
の

間
、
貴
重
な
民
俗
芸
能
を
保
存
し
、
こ
れ
を
継
承
す

る
た
め
に
、調
査
研
究
、用
具
の
復
元
新
調
、映
像
記

録
、
執
筆
講
演
活
動
な
ど
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
の
受
賞
は
、
こ
う
し
た
長
年
の
地
道
な
活

動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

瀧
樹
神
社
ケ
ン
ケ
ト
踊
り
は
毎
年
5
月
3
日
に
行

わ
れ
、
美
し
い
山
鳥
の
羽
で
着
飾
っ
た
子
ど
も
た
ち

が
鉦
の
音
に
合
わ
せ
て
踊
る
風
流
の
芸
能
で
、
国
の

無
形
民
俗
文
化
財
に
選
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
望
月
氏

の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

５
月
23
日
（
水
）
に
市
内
の
人
権

擁
護
委
員
三
好
隆
益
氏
（
甲
南
町
新

治
）、
平
尾
敏
一
氏
（
甲
賀
町
田
堵

野
）、
北
村
信
雄
氏
（
信
楽
町
神
山
）

の
３
名
が
法
務
省
人
権
擁
護
局
長
表

彰
を
、
ま
た
４
月
24
日
（
火
）
に
は

市
井
幸
夫
氏
（
土
山
町
大
野
）、
伊

室
信
子
氏
（
甲
南
町
寺
庄
）
の
２
名

が
近
畿
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表

彰
を
そ
れ
ぞ
れ
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

三
好
氏
は
、
平
成
９
年
８
月
か

ら
、
平
尾
氏
は
平
成
９
年
10
月
か

ら
、
北
村
氏
は
平
成
10
年
３
月
か

ら
、
市
井
氏
は
平
成
13
年
４
月
か

ら
、
伊
室
氏
は
平
成
13
年
１
月
か
ら

現
在
ま
で
市
内
の
人
権
擁
護
活
動
や

人
権
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
後
と
も
こ
れ
ま
で
同
様
市
民
の

人
権
擁
護
の
た
め
、
ま
す
ま
す
ご
活

躍
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
北
村
信
雄
氏
は
、
今
月
末

の
任
期
満
了
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
長
い
間
、
市

内
の
人
権
擁
護
活
動
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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　味・色・香りの全てが一級品と評される甲賀のお茶。
　今年も一番茶の手摘みが市内の茶園で行われました。市内の
お茶摘みは、土山地域で５月３日（木・祝）から始まり、信楽、
水口地域の茶園で順次収穫されました。
　特に今年は、滋賀県では、39年ぶりとなる全国お茶まつりが
甲賀市で開催されるとあって、お茶を摘まれる皆さんの思いも
ひとしお。鮮やかな緑の畝の中、皆さん丁寧に新芽を摘み取っ
ていました。
　８月の全国茶品評会審査会、また11月の全国お茶まつり式典
は、甲賀市が近江茶の産地として全国にその名を広めるために
絶好の機会となります。
　県下一の生産高を誇る近江茶の銘茶「土山茶」と日本五大銘
茶の一つ「朝宮茶」、お茶のふるさと甲賀市を全国に発信します。

n信楽（写真上）・土山（写真下）の茶園で一番茶を
　丁寧に摘み取る皆さん

一番茶の手摘み始まる
全国茶品評会に向けて

み
よ
し
り
ゅ
う
え
き

ひ
ら
お

と
し
か
ず

き
た
む
ら
の
ぶ
お

い
ち
い
ゆ
き
お

む
ろ
の
ぶ
こ

い

上段ルビあり 下段ルビあり

輝く功績

2007年春の叙勲・褒章で市内から５名の方が受章されました。受章されたのは次の方々です。

●旭日小綬章　
 よし かわ　　　 はる  お

吉川　治甫氏（水口町新町）
県公安委員として平成９年７月から
３期９年間在職し、委員長を３年間
務められました。その間、警察の機
能が正常に果たされるよう指導・監
督し、警察改革に積極的に取り組ま
れました。

●瑞宝双光章
 まえ   の     き    よ    し

前野喜代司氏（土山町頓宮）
公立中学校の教諭・教頭として、また
公立小・中学校長として学校の管理運
営に貢献されました。県教育委員会教
職員課人事主事として教育における適
切な人事配置にもご尽力されました。

●瑞宝単光章
 うえ  だ             そうじゅ

上田　宗壽氏（信楽町長野）
穴窯・登り窯での焼成による「火色」及び「自然
釉」の現出を得意とし、卓越した技術で昭和54年
２月に信楽焼伝統工芸士として認定されました。
また技術の向上や継承にご尽力されました。

●黄綬褒章
 すぎ もとしょういち ろう

杉本正一良氏（信楽町上朝宮）
茶の優良品種・ヤブキタをいち早
く信楽町朝宮地域の茶園に導入。
朝宮茶共同組合代表として品質向
上や、若手への栽培指導などにご
尽力され、地域を全国有数の高級
茶産地に育てられました。

●藍綬褒章
  は     せ   がわ よし まさ

長谷川善匡氏（水口町鹿深）
昭和43年から現在までの長きにわ
たり、民生委員・児童委員として
地域住民の福祉向上に尽くしてお
られます。また現在、県民生委
員・児童委員指導員としてもご活
躍されています。

叙勲

褒章
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